
 

        
      

         
  令和８年度「小さな親切」運動 会員加入のお願い 

 
 あいさつや声かけ、きれいなまちづくりのために自分ができること
を実践することが「小さな親切」運動です。 
A（あいさつ運動）B（美化活動）O（思いやりの心で）を『「小さな
親切」運動 ABO』と名付けました。 
 年会費を自ら払って会員になり、まず自分から行動する。そして、
家庭内、ご近所、そして、地域へ。 
 

会員数が増えることで運動が広がります。現在の杵築市の親切会員
数は、以前の半数以下まで減少して、運営に支障を来す状況で、存続
の危機に瀕していると言えます。 

 
今年度より、「社協だより」でもお知らせ・お願いをしていますが、

家族内やお知り合いにも声かけをして、年会費５００円を個人、又は、
取りまとめて、直接地区のコミュニティーセンターの窓口にお届け下
さい。窓口で用意してある会員加入申込用紙で申し込み、会費を納入
して下さい。（なお、領収証を発行しますので、お受け取りください。） 

 
皆様からいただいた会費（浄財）は、児童生徒の健全育成（「小さ

な親切」作文の表彰、実行章の推薦など）、また、学校や地域での花
いっぱい活動の助成などに使われます。 

 
あわせて、本年度も「タオル一本運動」の取り組みとして、家庭に

ある未使用タオル・バスタオルを提供いただき、高齢者介護施設へ寄
贈する活動に取り組んでいますので、会員加入の有無にかかわらず、
賛同いただける方は、上記の窓口まで搬入をお願いします。 
（枚数は、一家庭１～２枚まで、無地に限らず広告入りで構いませ
ん。）（「親切しんぶん」１１２号を参照ください。） 
 

あくまでも任意の団体で、強制するものではありません。上記会費
は当運動の活動費用となりますので、単年度ごとに納入していただい
ています。（裏面のＲ７会計報告を参照ください）。 

 
 「小さな親切」運動は、１９６４年の（初回）東京オリンピック開
催の前年に東京大学の茅誠司総長の提唱で始まった国民運動で６３
年目になります。本支部は山香町支部から今年で５５年を迎える伝統
のある支部です。合併して宣言都市から１７年目となります。徐々に
ではありますが、市内全域に運動が広がる事を願っています。 
 

誰でもできる日々のあいさつとゴミを散らさないなどのきれいな
まちづくりは、おもてなしの気持ちを伝える取り組みにつながりま
す。多くの皆さまのご賛同をいただくとともに、住みよく明るい『杵
築市』になるように各自ができる「親切」の実行に努めましょう。 
 
 
  令和８年７月                

（代表世話人）渡辺 雄爾・西 紀子・土谷恵美子  

 回 覧 



項　目 予　算 決算額 増　減 備　考

繰　越　金 39,382 39,382 0 通帳39,382円

会費収入 300,000 256,000 -44,000 会費（本部・支部）

寄　付　金 30,000 23,000 -7,000

雑　収　入 38 94 56 利息 

合　　　 計 369,420 318,476 -50,996

項　目 予　算 決算額 増　減 備　考

会　　　 費 50,000 46,000 -4,000 本部納入金（中央会費）

事 業 費 A 40,000 36,000 -4,000 花いっぱい活動

事 業 費 Ｂ 100,000 140,864 40,864
作文参加賞、作文集、啓発活
動

推進活動費 10,000 8,800 -1,200 分会・役員活動費

会　議　費 8,000 3,685 -4,315 会場使用料、お茶

通　信　費 7,000 2,615 -4,385 切手、ハガキ、手数料

事務用品費 5,000 8,742 3,742 ファイル、賞状用紙、ノート代他

印　刷　費 100,000 18,993 81,007 コピー代、用紙　新聞印刷　

研　修　費 0 0 0

旅　　 　費 20,000 24,940 4,940 作文県表彰出席補助

雑　　 　費 10,000 0 -10,000

予　備　費 4,420 8,000 3,580 役員功労記念品料

事務局費 15,000 15,000 0 事務局員（二役）手当等

合　　　計 369,420 313,639 -55,781

収入合計 支出合計 収支決算額

318,476 － 313,639 ＝ 4,837

残金　 ４，８３７円は　次年度へ繰り越します。

令和７年度　　 収  支  決  算  書

「小さな親切」運動　杵築市支部

［収入の部]

［支出の部]

［収支の部]



   
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

「親切

」
運
動 

五
五
年
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
八
年
度
「小

さ
な
親切」運

動
支
部
第
五
五
回
の
定
期
総
会
を

山
香
庁
舎
３
階
多
目
的
ホール

で

開
催
しました。

 

当
日
は、

泥谷修市議会議長、

佐々木潤一郎市教育長、堀田庫 士
県
本
部
会
長
代
行
な
ど
の
来
賓

を
お
迎
えし、

約
三
〇
名
の
参
加
が

ありました。
 

「
小
さ
な
親切」運動

の
こ
れ
ま

で
が
分
か
る
映像「六○年目

の
決

意」

を
視
聴
し、「

親切」作文

の
県

入
選
作
品
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。 

         

今
年
から、「

社
協
だより」でも

会
員
募
集
の
お
願
いをして、

個
人

会
員
の
加
入
拡
大
に
取
り
組
む
こ

と
が
話
し
合
われました

 

（左

の
写
真
は）

例
年
の
花
いっ

ぱ
い
活
動
を
紹
介
し
た
写
真
の
展

示
も
行
いました。

昨
年
の
助
成
は

九
団
体
で
した。

 
 

 
 

 

「
未
使
用
タ
オ
ル
の
寄贈」

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

高
齢
者
介
護
施
設
等
へ
の
タ
オ

ル
寄
贈
は
「
タ
オ
ル
一本運動」

と

して、

平
成
二
十
六
年
か
ら
の
取
り

組
み
で
す。

近年、

タ
オ
ル
を
頂
く

こ
と
が
減
っていますが、

家
庭
で

使
わ
れ
て
い
な
い
タ
オ
ル
や
バ
ス

タ
オ
ル
があり、

提
供
い
た
だ
け
る

方
は、ご

協
力
下
さ
い
。 

 
 

会
員
加
入
の
お
願
い 

会費（基本会費５００円）

は

毎
年
納
入
していただき、その

浄

財
で
美
化
活
動
の
助
成
や
児
童
の

健
全
育
成
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま

す。

※
中
央
公
民
館
・
地
区
コミュニ

ティセンター

ま
で
。 

 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

            

    「小さな親切」実践宣言都市  

 「 小 さ な 親 切 」 し ん ぶ ん 

 

○発 行  杵 築 市 支 部 

○責任者  渡 辺 雄 爾 

○事務局 

〒８７９－１３０７ 

杵築市山香町野原１０１０－２ 

山香中央公民館内 

５５回総会で挨拶する 
   渡辺雄爾支部長 

令和８年７月１５日    杵築市支部「小さな親切」新聞      第１１２号（１） 

大分銀行山香支店 （株）九州セミコンダクター山香 ダスキン　きつき ワタナベ薬局山香店

山香郵便局 （有）溝部葬儀社 （株）宇野モータース （株）日伸建設工業

ハツミ美容室 （有）若栄屋 （有）ピットイン西 （有）諸富商店

JAおおいた山香 椎茸問屋　徳一 杵築市立病院前薬局 神田楽市

山香水道（有） （株）萬力屋 三晃堂印刷 （株）加来商店

（有）まさご企画 （有）杵築自動車工業 （株）松成　魚市魚座 （有）諸富商店

（有）河野自動車 （有）大田建設 BXルーテス（株） （有）宝生

小松建設（株） ランドリー小屋 （有）藤建設 （有）藤原家具

（有）堀内商会 広美堂 （株）山功

加来商店（株） 渡辺建設 もとばやし文具

賛 助 会 員 の 一 覧 （ 企 業 ・ 団 体 名 ）



「令

和
七
年
度 

県
入
選
作
文
」 

僕
が
ラ
ジ
オ
体
操
に 

 
 

 
 

参
加
す
る
理
由 

 
 

宗
近
中 

三
年 

川
上 

凌
生 

「ラジオ

体操」

と
聞
いて、み

な
さ
ん
は
何
を
考
え
る
だ
ろ
う
か
？

「朝、早

い
か
ら
嫌。」「小学生

が

夏
休
みにする。」など、いろいろ

な
イメージ

があるだろう。

僕
は、

ラ
ジ
オ
体
操
に
対
して、

他
の
み
ん

な
と
は
違
う
思
い
入
れがある。

 

 

僕
の
住
ん
で
い
る
地
区
では、

夏

休
みに、

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

集
まって

ラ
ジ
オ
体
操
をしている。

小
学
生
とおじいちゃん、おばあ

ちゃんが

参
加
している。

中
学
生

になると、みんな

参
加
し
な
く
な

るのだが、

僕
は
参
加
している。

朝
起
き
る
の
が
苦
手
な
僕
が、

朝
寝

坊
で
き
る
夏
休
み
に
わ
ざ
わ
ざ
早
起

き
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
す
る
の

に
は
理
由
がある。それは、

区
長

さ
ん
の
存
在
だ。

 

 

区
長
さんは、

年
齢
は
８
０
才
を

超
えているが、とても

元
気
で
優

し
い
人
だ。いつも

ラ
ジ
オ
体
操
が

始
ま
る
前
に、みんなに、

 

「そろそろ

始
まるよー。」と

優

し
く
声
をかけてくれる。

僕
が
小

学
生
の
時
に、

集
まっている

子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に、

キャッチボー

ル
をしてくれたり、

徒
競
走
を
し

てくれたりもした。わざわざ

グ

ローブ

を
持
って

来
てくれて、

ラ

ジ
オ
体
操
終
わりに、

区
長
さ
ん
と

キャッチボール

をするのが、

僕

は
楽
しくてたまらなかった。こ

れは、

区
長
の
仕
事
で
は
な
い
か
も

しれないけど、

区
長
さんの「

子

ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
あ
げ
た

い。」という

親
切
な
気
持
ち
か
ら
の

行
動
だ
と
僕
は
思
う。

 

 

ラ
ジ
オ
体
操
に
限
らず、

区
長
さ

ん
は
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

してくれる。しかも、その

内
容

を、

自
転
車
で
一
軒
一
軒
周
り、

知

らせてくれるのである。

回
覧
板

で
回
せ
ば
済
む
こ
と
な
の
か
も
し
れ

ないが、

区
長
さ
ん
は
顔
を
合
わ
せ

て、

話
を
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

くれている。

夏
には、

夕
涼
み
会

で
そ
う
め
ん
流
しをしたり、ちょ

っとした

ゲーム

をしたりする。

区
長
さんが、

地
域
の
人
た
ち
に
協

力
を
呼
びかけ、

準
備
を
し
て
く
れ

ている。

僕
が
小
学
生
の
時
に、

コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
こ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
ができなかったから、みん

な
で
集
まってわいわいできるの

は、とても

楽
しい。

 

 

ラ
ジ
オ
体
操
で、

地
域
の
子
ど
も

た
ち
や
お
年
寄
り
が
集
まり、「おは

ようございます。」とあいさつを 交
わすだけで、

僕
は
な
ん
だ
か
ほ

っとする。

僕
の
住
ん
で
い
る
区
は、

区
長
さんをはじめ、みんなのち

ょっとした

親
切
が
あ
ふ
れ
て
い
る

から、

僕
は
こ
の
場
所
が
好
き
な
の

だ
と
思
う。

 

 

僕
が
大
人
になって、

区
長
さ
ん

のようにできるかというと、そ の
自
信
はない。でも、

僕
に
は
区

長
さ
ん
と
い
う
と
て
も
い
い
お
手
本

が
近
くにいる。

区
長
さんの、

他

の
人
を
喜
ば
せ
た
い
と
い
う
親
切
な

心
を
僕
も
真
似
をして、まずは、

家
族
や
中
学
校
の
中
で、みんなに

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
声
か
け
を

していきたい。
 

（
令
和
７
年
度 

大
分
県
知
事
賞）

 

    

あ
と
が
き 

 

山
香
町
支
部
か
ら
五
五
年
目
の 

「親切」運動

を
知
ってもらう

に
は
大
型
の
広
告
塔
が
必
要
で

は
？
と
計
画
中
です。

今
年
か
ら

「きつき

社
協
だより」でも

呼

びかけてもらいます。

家族、知

り
合
い
に
も
声
か
け
し
、
会
費
を

地
区
コミュニティーセンター

の
窓
口
に
納
入
し
て
下
さい。

 

 

昨
年
の
中
学
校
の
部
で
県
知
事

賞
の
作
文
は、

素
晴
ら
し
い
地
域

づ
く
り
の
お
手
本
を
示
し
て
い
る

ようで、

明
る
い
暮
ら
し
を
予
想

できます。

家
庭
内
で、

隣
近
所
で

の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
る
日
々
は

周
り
に
笑
顔
があふれます。

 

合
併
し
て
二十年目、

「小

さ
な

親切」運動

は
杵
築
市
全
地
区
へ

広
がって

ほ
し
い
と
願
います。

共
に
運
動
に
参
加
しましょう。

 

“
で
き
る
親
切
は
み
ん
な
で
し

よう。それが

社
会
の
習
慣
に
な

るように。”

 

 

令和８年７月１５日    杵築市支部「小さな親切」新聞      第１１２号（２） 


